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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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直
る
た
め
に
は
被
災
地
は
も

と
よ
り
人
と
人
の
つ
な
が

り
、「
絆
」
こ
そ
が
大
切
と
の

思
い
が
に
じ
む
▼
一
方
、

遅
々
と
進
ま
ぬ
復
興
・
原
発

事
故
の
収
束
、
消
費
税
増

税
、
県
民
無
視
の
沖
縄
米
軍

普
天
間
基
地
移
設
問
題
な
ど

国
民
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る

野
田
民
主
党
▼
沈
む
船
か
ら

逃
げ
る
鼠
の
よ
う
に
民
主
党

を
飛
び
出
た
離
党
組
が
、

さ
っ
そ
く
拝
借
。
し
か
し
、

被
災
地
は
も
と
よ
り
、
全
国

か
ら
「
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
言
葉
を
汚
す
な
」
と
批

判
さ
れ
た
▼
今
年
を
表
す
漢

字
は
何
に
な
る
の
か
。
本
紙

に
は
「
変
革
」
の
文
字
が
踊

る
。
メ
デ
ィ
ア
で
は
「
閉
塞

感
」
の
言
葉
も
多
い
。
閉
塞

を
感
覚
で
捉
え
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
実
態
に
迫
っ
て
こ

そ
変
革
は
生
ま
れ
る
。

２
０
１
１
年

を
表
す
漢
字

に
「
絆
」
が

選
ば
れ
た
。

東
日
本
大
震

災
か
ら
立
ち

〈
出
題
〉
九
段　

石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉左
側
か
ら
工
作
し

て
、
最
後
は
右
側
の
眼
形
を

奪
い
ま
す
。

（
8
分
で
二
、
三
段
以
上
）

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　よりも

システム導入を優先させる

　
「
１
月
導
入
は
せ
ず
、
せ
め
て
試
行
し
て
か
ら
」
と
求
め
て
き
た
新
徴
収
シ
ス
テ

ム
が
１
月
６
日
、
全
国
一
斉
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
で
処
理
が
進
ま
ず
、

債
権
管
理
が
反
映
さ
れ
な
い
な
ど
の
重
大
な
エ
ラ
ー
が
判
明
し
て
お
り
、
税
務
行

政
の
信
頼
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
事
態
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

ま
と
も
な
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
か
ら
や
り
直

ま
と
も
な
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
か
ら
や
り
直
せせ

で
き
な
い
」
等
々
の
表
示
が

さ
れ
、
中
に
は
庁
へ
連
絡
し

な
い
と
復
旧
し
な
い
不
具
合

も
あ
り
、
職
員
は
辟
易
と
し

て
い
ま
す
。

　

免
除
の
延
滞
税
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
な
い
。

財
産
の
管
轄
登
記
所
が
出
な

い
。
換
価
手
続
き
の
受
入
が

入
力
で
き
な
い
。
待
た
さ
れ

て
い
る
の
か
、
フ
リ
ー
ズ
し

当
局
に
不
満
が
募
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。「
現

在
そ
し
て
将
来
に
つ
い
て
不

満
や
不
安
は
あ
り
ま
す

か
？
」
の
項
目
で
、「
あ
る
」

と
回
答
し
た
職
員
が　

・
３

63

％
で
、
内
訳
（
複
数
回
答
）

で
は
、「
仕
事
の
内
容
」
が

　
・
９
％
に
上
っ
て
い
ま
す
。

60
　
「
ス
テ
ッ
プ
５
へ
の
時
間
」

は
「
不
十
分
」
が　
・
６
％
、

67

　

動
か
な
い
！

　

初
期
設
定
の
「
決
裁
ル
ー

ト
」
が
処
理
さ
れ
な
い
。
殆

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
で
最
初
に
通

る
「
滞
納
者
一
覧
」
が
ま
と

も
に
動
か
な
い
。
朝
一
番
に

入
力
し
た
差
押
え
が
処
理
さ

れ
た
の
は　

時
。
統
括
官
メ

17

ニ
ュ
ー
の
「
管
理
者
ト
ピ
ッ

ク
」
や
決
裁
入
力
が
ほ
と
ん

ど
動
か
な
い
…
。
そ
の
他
、

多
く
の
メ
ニ
ュ
ー
で
長
時
間

待
た
さ
れ
、
挙
句
「
タ
イ
ム

オ
ー
バ
ー
」
の
表
示
で
何
度

も
や
り
直
す
。

　

こ
れ
が
、
導
入
さ
れ
た

「
新
徴
収
シ
ス
テ
ム
」の
実
態

で
す
。

　

エ
ラ
ー
だ
ら
け
！

　
「
重
大
な
エ
ラ
ー
」「
想
定

外
の
エ
ラ
ー
」「
管
理
者
に
問

い
合
わ
せ
を
」「
他
の
人
が
情

報
を
更
新
し
た
の
で
、
操
作

長
官
の
責
任
重
大

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。

第
三
債
務
者
の
送
付
先
が
入

力
通
り
に
出
て
こ
な
い
…
。

シ
ス
テ
ム
上
の
不
備
は
多
岐

に
渡
り
ま
す
。

　

深
刻
な
エ
ラ
ー
！

　

さ
ら
に
、
滞
納
整
理
事
務

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
エ

ラ
ー
が
続
出
し
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
債
権
管
理
が
反

映
し
な
い
エ
ラ
ー
は
深
刻
で

す
。

　

庁
当
局
は
１
月　

日
、
東

16

京
局
・
大
阪
局
に
は
「
Ｋ
Ｓ

Ｋ
帳
票
を
使
え
」、
そ
れ
以

外
の
局
に
は
「
Ｋ
Ｓ
Ｋ
帳
票

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

に
正
常
に
稼
働
で
き
る
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
エ
ラ
ー

や
不
具
合
の
内
容
は
、
時
間

が
解
決
す
る
と
い
う
類
の
も

の
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
ま

た
、
少
し
ず
つ
手
直
し
し
な

が
ら
シ
ス
テ
ム
構
築
を
図
っ

て
い
く
よ
う
な
こ
と
は
、
行

政
の
重
要
性
か
ら
、
す
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

庁
当
局
に
は
、
ま
と
も
な

シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
か
ら
出

直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

本
 
本
日日
、「
非
常
勤
職
員
の
雇
い
止
め
と
労
働
時
間
の
不
利
益
変

、「
非
常
勤
職
員
の
雇
い
止
め
と
労
働
時
間
の
不
利
益
変
更更

を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
緊

　
 
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
緊
急急
要
求
書
」
を
提
出
し
ま
す

要
求
書
」
を
提
出
し
ま
す

「
窓
口
の
研
修
」で「
不
十
分
」

が　
・
８
％
、「
事
務
処
理
に

58
関
す
る
研
修
」
で
「
不
十
分
」

が　

・
９
％
、「
法
令
研
修
」

59
で
「
不
十
分
」
が　

・
６
％

67

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
実
、「
今
後
、
管
理
部
門

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
と
の

記
述
式
の
設
問
に
は
、
右
の

抜
粋
を
は
じ
め
、
多
く
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

の
設
問
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。
こ
の
設
問
に
対
し
、

「
当
然
で
あ
る
」が
３
・
１
％
、

ト
は
全
系
統
で
、
１
０
６
０

筆
を
集
約
し
ま
し
た
。

　

管
理
運
営
部
門
の
職
能
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
仕
事
面
で

ケ
ー
ト
」。
昨
年　

月
に
、

10

総
務
、
管
運
、
徴
収
、
酒
担
、

法
人
、
個
人
・
資
産
で
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

　

東
海
地
連
が
毎
年
秋
に

行
っ
て
い
る
「
職
能
別
ア
ン

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
持

出
し
文
書
の
マ
ス
キ
ン
グ
に

つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
」

事
と
暮
ら
し
の
ア
ン
ケ
ー

ト
」。
今
年
度
は
、
昨
年
秋

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

仕
事
面
で
不
安
集
中

東海地連

北陸地連

マ
ス
キ
ン
グ
に
職
場 　
 
が
反
対

2／3

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃

　

北
陸
地
連

が
毎
年
行
っ

て
い
る
「
仕

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

○課税の下請け（雑用）でないこと
を明確に。○基幹職員を早くから
育成を。○教えている時間がない。
○相談を所掌するなら、審理担当
と総務課経験者を配置。○人員は
最低でも現状維持を。○もう一度
考えて課税でできる仕事は課税に
戻す。管運はリスクが多すぎる。
○一元化前の状態に戻すべき。○
もともと課税部門が面倒くさいと
思っていた仕事を全て管運に押し
付けた状態はよくない。

「
や
む
を
得
な
い
」
が　

・
22

６
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

「
や
め
る
べ
き
だ
」
が　

・
33

２
％
、「
負
担
が
増
え
反
対

だ
」
が　

・
９
％
と
な
っ
て

33

お
り
、
職
場
の
３
分
の
２
の

職
員
が
、
マ
ス
キ
ン
グ
・
イ

ニ
シ
ャ
ル
化
の
撤
回
・
見
直

し
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

マスキングについて
どう思いますか？　

　当然である　　　3.1％

　やむを得ない　 22.6％

　やめるべきだ　 33.2％

　負担が増え反対33.9％

と
の
確
認
を
」
と
各
局
へ
指

示
し
、
問
題
の
深
刻
さ
を
よ

う
や
く
理
解
し
た
模
様
で
す

　

再
三
の
全
国
税
の
指
摘
に

対
し
、
こ
れ
ま
で
の
庁
当
局

の
姿
勢
は
、
新
徴
収
シ
ス
テ

ム
の
１
月
導
入
〝
あ
り
き
〟

で
強
行
す
る
も
の
で
し
た
。

し
か
も
、　

月
３
日
に
は
長

12

官
自
ら
が
「
効
果
が
あ
る
」

と
ま
で
言
っ
て
い
ま
し
た
。

職
場
の
混
乱
、職
員
の
負
担
、

行
政
の
歪
み
は
深
刻
で
す
。

と
り
わ
け
、「
国
税
債
権
の
確

保
」よ
り
も
新
シ
ス
テ
ム
導

入
を
優
先
さ
せ
た
長
官
の
責

任
は
厳
し
く
問
わ
れ
ま
す
。

　

全
国
税
は　

日
、
庁
当
局

16

に
対
し
て
「
ま
と
も
な
シ
ス

テ
ム
を
作
っ
て
か
ら
出
直

せ
」
と
要
求
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、〝
シ
ス
テ
ム
の
遅

さ
〟
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
深

刻
な
エ
ラ
ー
が
新
徴
収
シ
ス

テ
ム
に
は
内
包
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。

　

当
局
は
当
初
、
Ｋ
Ｓ
Ｋ
シ

ス
テ
ム
を
１
月　

日
ま
で
使

27

用
で
き
る
と
期
限
を
区
切
っ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で

が
、
対
応
策
は
場
当
た
り
的

で
あ
り
、
不
十
分
と
し
か
言

え
ま
せ
ん
。

新徴収システム

重
い
、エ
ラ
ー
・
不
具
合
だ
ら
け
の
シ
ス
テ
ム

庁
国税債権の確保

2
0
1
1
年
秋 

仕
事
と
暮
ら
し
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

管
運

2
0
1
1
秋 

職
能
別
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

〝
シ
ス
テ
ム
の
遅
さ
〟に
と
ど
ま
ら
ぬ
深
刻
な
エ
ラ
ー
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冗
談
ｗ
ａ
寄
席

【
関
信
・
埼
玉
県
支
部
】

　

庁
間
違
い
編

① 
寄
付
金
控
除
の
間
違
い

（
H
P
よ
り
）

特
別
控
除
（
税
額
控
除
）

額
の
計
算
明
細
書
に
つ
い

て
、
こ
れ
ら
の
特
別
控
除

の
対
象
と
な
る
寄
附
金
の

他
に
寄
附
金
控
除
の
適
用

を
受
け
る
「
震
災
関
連
寄

附
金
」
が
あ
る
場
合
、
特

別
控
除
額
が
少
な
く
（
所

得
税
額
が
多
く
）
計
算
さ

れ
る
と
き
（
最
高
8
0
0

円
）
が
あ
り
ま
し
た
。

② 
印
刷
ミ
ス

＊
職
員
用
税
額
表
の
長
期

譲
渡
が
短
期
譲
渡
と
誤
記

＊
平
成　

年
「
源
泉
の
書

２４

き
方
」
に
あ
る
納
付
書
の

記
載
例
の
納
期
等
区
分
に

誤
り
が
あ
る
。

③
何
の
指
示
も
な
く
混
乱

＊
源
泉
の
納
税
地
が
、
支

払
っ
た
当
時
の
管
轄
署
か

ら
現
在
の
管
轄
署
に
変
更

に
な
っ
た
が
、
還
付
や
租

税
条
約
の
デ
ー
タ
ー
を
送

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

＊
資
料
事
務
で
は
、
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
で
送
ら
れ
て
き
た

昨
年
分
を
昨
年
中
に
入
力

し
な
い
と
消
え
る
と
指
示

が
な
く
手
入
力
を
し
た
。

　

職
員
か
ら
は
、「
庁
の

誤
り
や
指
示
の
不
徹
底
で

職
員
に
負
担
を
か
け
て
も

謝
罪
し
た
こ
と
が
な
い
｣

と
、
不
満
の
声
が
聞
か
れ

ま
す
。
新
徴
収
シ
ス
テ
ム

同
様
、
庁
無
責
任
、
庁
ム

カ
つ
く
！

送
付
中
止
で
苦
情
が
殺
到

【
近
畿
地
連
】

　

昨
年
ま
で
は
年
金
の
事

前
指
導
で
案
内
文
書
の
送

付
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が

今
年
は
、
一
切
送
ら
な
い

署
も
あ
り
ま
す
。
従
来
、

年
金
受
給
者
の
人
は
案
内

文
書
に
基
づ
く
相
談
会
場

で
の
申
告
を
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
は
送
付
が
な
く

な
る
と
、「
文
書
は
い
つ

来
る
の
か
」「
何
処
に
行

け
ば
い
い
の
か
」「
案
内

文
書
が
来
な
い
が
申
告
し

な
い
で
い
い
の
か
」
等
の

問
い
合
わ
せ
の
電
話
が
殺

到
し
苦
情
も
多
く
な
り
そ

う
で
す
。

　

結
局
、
苦
情
等
の
処
理

は
職
員
が
担
当
す
る
こ
と

に
な
る
の
は
目
に
見
え
て

い
ま
す
。
今
年
の
確
申
期

は
〝
不
安
が
い
っ
ぱ
い
〟

と
い
う
の
が
現
場
職
員
の

偽
ら
ざ
る
心
境
で
す
。　

〈
解
答
〉
黒
１
、
3
を
決
め
て

か
ら
5
と
コ
ス
ム
の
が
好
手

段
。
白
6
に
黒
7
で
白
死
で

す
。
黒
1
で
3
は
白
イ
黒
1

白
4
で
失
敗
。
黒
3
で
す
ぐ

に
5
は
白
6
黒
7
白
ロ
で
白

生
き
で
す
。

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

東日本大震災・私のボランティア日誌
  近畿地連・南大阪支部　松本　修さんに聞く（最終回）

ボランティア症候群って？　 「戻りたくない病」です

鞍杏 庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

ボランティア体験は、生きざまを高める
　世界の若者が「どう生きるか考えてみよう」と模索を始
めています。インタビュー最後の言葉「生きざまを高め
る」には実感がこもっています。
Q：ボランティア症候群にかかったと聞いていますが？
A：そうですね、「戻りたくない病」です。現地にとどまり
達成感を味わうまでボランティアを続けたかった。
　例えば、20名ばかりで宅地のガレキを搬出したのです
が、とても一日では終わらない。一軒で四・五日かかるん
じゃないかと思いました。土砂の中には生活用品の一部
が混在し、丁寧に振り分けそれを本人の手に戻そうと必死
にやりましたよ。私の思いは、どの家も流れ失っていると
思われる位牌を探したかった。たった五日間ではとても
叶わない話でしたが、被災者のお手伝いをしたという「自
己納得」でボランティア症候群から解放されました。
　再度チャンスが有れば長期滞在し、もっと地元の方々と
いろんな話したいと思います。
Q：ボランティアの今後については？
A：「震災を風化させてはならない」が、私たちボランティ
ア体験者の務めです。大企業は「研修」と称して団体で来
ていましたし、大学生はボランティア実績を就職活動に有
利に使うなど様々な動機がありました。ここでの体験を
考えれば人生プラスになることは間違いないので、ひとり
でも参加して欲しいですね。人それぞれ生き方は有るけ
れど体験はその人の生き方を高めると思います。
　　（国家公務員は、年間七日間の特別休暇があります）
Q：いろいろありがとうございました。

日本再生への税財政政策を検証する
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「
日
本
再
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へ
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財
政
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検
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国
民
本
位
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税
財

政
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税
務
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政
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ざ
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を
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心
テ
ー
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阪
府
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２
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、
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催
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。
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集
会
の
冒
頭
、
大
野
税
研

推
進
委
員
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は
、
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近
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社
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障
と
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の
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体
改
革
問

題
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政
府
の
予
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案
、
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制
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改
定
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踏
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財
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税
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税
者
権
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憲
章
の
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な
ど
、「
財
政
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機
で

あ
り
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が
ら
、
庶
民
に
負
担

　

神
戸
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学
院
大
学
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石
川

康
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授
の
講
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東
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本
大
震
災
後
に
政
府
・
財
界
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米
国
政
府
に
よ
る
搾
取
手
法

の
強
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策
を
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察
し
批
判
し

ま
し
た
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界
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政
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し
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に
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な
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摘
し
、
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財
政
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の
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し
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。
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、
暮
ら
し
と
税
制
、
税
務

行
政
の
分
科
会
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
、
納
税
者
権
利
憲
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運
動
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し
、
新
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を
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前
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で
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と
の
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さ
れ
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し
た
。
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財
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の
新
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ま
た
、
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成
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、
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茂
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の
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れ
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の
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囲
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を
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た
分
析
を
行
い
ま

し
た
。

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

〈
ご
来
賓
〉

国
公
労
連
・
九
後
書
記
次
長

〈
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉

日
本
共
産
党
、
全
労
連
、
不

公
平
な
税
制
を
た
だ
す
会
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基調報告をおこなう木村和由税
研推進事務局長

―国民本位の税財政・税務行政をめざして―

2012年1月7日〜8日

庶
民
負
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押
し
付
け「
変
化
な
い
」

全
国
各
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か
ら
2
4
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名
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講
演

神
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学
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・
石
川
康
宏
教
授

◆　

訂
正　

◆

　
　

月　

日
付
本
紙
第
１
９
６
１
号
２
面
文
中
に
お
い
て
、
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「
大
阪
・
金
沢
・
関
信
で
４
日
間
の
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す

る
」
と
記
載
し
た
記
事
を
、「
ま
た
、
電
話
相
談
で
は
、
仙
台

局
管
内
署
で
計　

日
間
、
茨
城
県
・
栃
木
県
下
署
で
は
計
４
日

16

間
の
閉
庁
日
対
応
を
す
る
」
に
訂
正
し
ま
す
。

石川康宏教授

近畿地連・樫山執行委員

九
後
国
公
労
連
書
記
次
長

「全国税」の組合旗をバックにした全体会場
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